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附
則
第
十
五
条
第
二
項
中
「
次
に
」
を
「
次
の
各
号
に
」
に
、「
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
（
第
六
号
に
掲
げ
る
施
設

又
は
設
備
に
あ
つ
て
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
）
ま
で
」
に
、「
の
三
分
の
一
（
当
該
償
却
資
産
の
う
ち
、

第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
当
該
償
却
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
の
二
分
の

一
、
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
当
該
償
却
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
の
四

分
の
三
）
の
」
を
「
に
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
定
め
る

も
の
」
を
「
定
め
る
も
の

三
分
の
一
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
定
め
る
も
の
」
を
「
定
め
る
も
の

二
分
の

一
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
定
め
る
も
の
」
を
「
定
め
る
も
の

四
分
の
三
を
参
酌
し
て
三
分
の
二
以
上
六
分

の
五
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
（
当
該
施
設
が
第
三
百
八
十
九
条
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
分
の
三
）」に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
定
め
る
も
の
」

を
「
定
め
る
も
の

三
分
の
一
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
定
め
る
も
の
」
を
「
定

め
る
も
の

二
分
の
一
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

土
壌
汚
染
対
策
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
有
害
物
質
の
排
出
又
は
飛
散
の
抑
制
に
資
す
る
施
設
で

総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

二
分
の
一

附
則
第
十
五
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
又
は
平
成
二
十
三
年
度
」
を
「
か
ら
平
成
二
十
五
年
度
ま
で

の
間
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中「
第
二
十
八
項
」

を
「
第
二
十
四
項
」
に
、「
第
三
十
五
項
」
を
「
第
三
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中

「
平
成
二
十
三
年
度
」
を
「
平
成
二
十
六
年
度
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
八
項
を
削
り
、
同

条
第
九
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
第
二
十
一
項
」
を
「
第
十
七
項
」
に
、「
平
成
二
十
四
年
三
月
三

十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
を
同
条
第

九
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
中
「
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成

二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
、「
の
三
分
の
二
の
額
」
を
「
に
三
分
の
二
を
参

酌
し
て
二
分
の
一
以
上
六
分
の
五
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
（
当
該
施
設
が
第
三
百

八
十
九
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
三
分
の
二
）
を
乗
じ
て
得
た
額
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
十
項
と
し
、
同
条
第
十
三
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
十
四
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
五
項

中
「
第
三
百
四
十
九
条
の
三
第
五
項
の
主
と
し
て
外
国
貿
易
の
た
め
外
国
航
路
に
就
航
す
る
船
舶
で
あ
つ
て
、」及
び

「
で
あ
る
も
の
」
を
削
り
、「
海
上
運
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
九
十
九
号
）
の
施
行
の
日

の
属
す
る
年
の
翌
年
（
当
該
日
が
一
月
一
日
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
日
の
属
す
る
年
）
の
四
月
一
日
の
属

す
る
年
度
か
ら
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
」
を
「
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
」
に
、「
同
項
」を「
第

三
百
四
十
九
条
の
三
第
五
項
」
に
、「
三
分
の
二
」
を
「
三
分
の
一
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条

第
十
六
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
七
項
中
「
第
三
十
項
」
を
「
第
二
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
十
五
項
と
し
、
同
条
第
十
八
項
を
削
り
、
同
条
第
十
九
項
中
「
第
二
十
一
項
」
を
「
次
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
十
六
項
と
し
、
同
条
中
第
二
十
項
を
削
り
、
第
二
十
一
項
を
第
十
七
項
と
し
、第
二
十
二
項
を
第
十
八
項
と
し
、

第
二
十
三
項
を
第
十
九
項
と
し
、
同
条
第
二
十
四
項
中
「
平
成
二
十
二
年
度
分
及
び
平
成
二
十
三
年
度
分
」
を
「
平

成
二
十
四
年
度
分
及
び
平
成
二
十
五
年
度
分
」
に
、「
四
分
の
三
」
を
「
五
分
の
四
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十

項
と
し
、
同
条
第
二
十
五
項
を
同
条
第
二
十
一
項
と
し
、
同
条
第
二
十
六
項
中
「
第
三
十
七
項
」
を「
第
三
十
二
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
二
項
と
し
、
同
条
第
二
十
七
項
を
同
条
第
二
十
三
項
と
し
、同
条
第
二
十
八
項
中「
第

三
十
五
項
」
を
「
第
三
十
項
」
に
、「
第
六
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
四
項
と
し
、
同
条
第

二
十
九
項
を
同
条
第
二
十
五
項
と
し
、
同
条
第
三
十
項
中
「
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
六
年

三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
六
項
と
し
、
同
条
第
三
十
一
項
中
「
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一

日
」
を
「
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
七
項
と
し
、
同
条
中
第
三
十
二
項
を
第

二
十
八
項
と
し
、
第
三
十
三
項
を
第
二
十
九
項
と
し
、
第
三
十
四
項
を
削
り
、
同
条
第
三
十
五
項
中
「
平
成
二
十
四

年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
項
と
し
、
同
条
第
三
十

六
項
を
同
条
第
三
十
一
項
と
し
、
同
条
第
三
十
七
項
中
「
第
三
十
五
項
」
を
「
第
三
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
三
十
二
項
と
し
、
同
条
中
第
三
十
八
項
を
第
三
十
三
項
と
し
、
第
三
十
九
項
を
第
三
十
四
項
と
し
、
第
四
十
項
を

第
三
十
五
項
と
し
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

36

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
旅
客
施
設
を
同

法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
共
交
通
移
動
等
円
滑
化
基
準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
行
わ
れ
る
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
、エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
そ
の
他
の
移
動
等
円
滑
化（
同
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
移
動
等
円
滑
化
を
い
う
。）

の
た
め
に
必
要
な
設
備
の
整
備
に
関
す
る
事
業
（
既
設
の
鉄
道
（
鉄
道
事
業
法
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
専
用

鉄
道
を
除
く
。）又
は
軌
道
の
駅
又
は
停
留
場
に
係
る
改
良
工
事
を
行
う
も
の
に
限
る
。）で
政
令
で
定
め
る
も
の
に

よ
り
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
四
号
イ
に
掲
げ
る
鉄
道
事
業

者
又
は
同
号
ロ
に
掲
げ
る
軌
道
経
営
者
が
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
に
取
得
し
た
停
車
場
建
物
そ
の
他
の
家
屋
又
は
停
車
場
設
備
そ
の
他
の
鉄
道
事
業
の
用
に
供
す
る
償
却
資
産
で

政
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
停
車
場
建
物
等
」
と
い
う
。）に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
又

は
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
は
、
第
三
百
四
十
九
条
、
第
三
百
四
十
九
条
の
二
又
は
第
七
百
二
条
第
一
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
停
車
場
建
物
等
に
対
し
て
新
た
に
固
定
資
産
税
又
は
都
市
計
画
税
が
課
さ
れ
る
こ
と
と
な

つ
た
年
度
か
ら
五
年
度
分
の
固
定
資
産
税
又
は
都
市
計
画
税
に
限
り
、
当
該
停
車
場
建
物
等
に
係
る
固
定
資
産
税

又
は
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
の
三
分
の
二
の
額
と
す
る
。

37

電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百

八
号
）
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
発
電
設
備
（
同
法
第
二
条
第
四
項
第
六
号
に
掲
げ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
を
電
気
に
変
換
す
る
も
の
を
除
く
。）で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
の
う
ち
、
同
法
附
則
第
一
条
第
三
号
に

掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
た
に
取
得
さ
れ
た
も
の
に
対
し
て

課
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
、
第
三
百
四
十
九
条
の
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
設
備
に
対
し
て
新

た
に
固
定
資
産
税
が
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
年
度
か
ら
三
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
限
り
、
当
該
設
備
に
係
る

固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
の
三
分
の
二
の
額
と
す
る
。

附
則
第
十
五
条
の
二
第
一
項
中
「
次
条
第
一
項
」
を
「
次
条
」
に
、「
前
条
第
二
十
一
項
」
を
「
前
条
第
十
七
項
」

に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
日
本
国
有
鉄
道
改
革
法
」
の
下
に「（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
八
十
七
号
）」を
加
え
、
同

条
第
二
項
中
「
次
条
第
一
項
」
を
「
次
条
」
に
、「
平
成
二
十
三
年
度
」
を
「
平
成
二
十
八
年
度
」
に
、「
前
条
第
二
十

一
項
」
を
「
前
条
第
十
七
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
の
三
第
一
項
中「（
次
項
に
お
い
て
「
旧
地
方
税
法
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、「
平
成
二
十
三
年
度
」

を
「
平
成
二
十
八
年
度
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
る
。

附
則
第
十
五
条
の
六
第
一
項
中
「
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
中
「
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
い
う
。
附
則

第
十
五
条
の
八
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。」を
「
い
う
。」に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
の
七
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十

一
日
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
の
八
第
一
項
中
「
第
一
種
中
高
層
耐
火
建
築
物
（
中
高
層
耐
火
建
築
物
の
う
ち
地
上
階
数
四
以
上

を
有
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
第
二
種
中
高
層
耐
火
建
築
物
（
中
高
層
耐
火
建
築
物

の
う
ち
地
上
階
数
三
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を「
中
高
層
耐
火
建
築
物
」に
、「
平

成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十

七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
改
め
、「
第
一
種
中
高
層
耐
火
建
築
物
で
あ
る
貸
家
住
宅
に
あ
つ
て
は
当
該
貸
家
住
宅

に
対
し
て
新
た
に
固
定
資
産
税
が
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
年
度
か
ら
五
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
限
り
、
そ
の
者

の
当
該
貸
家
住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税
額
（
区
分
所
有
に
係
る
貸
家
住
宅
に
あ
つ
て
は
こ
の
項
の
規
定
の
適
用
を
受

け
る
部
分
に
係
る
税
額
と
し
て
各
区
分
所
有
者
ご
と
に
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
算
額
と

し
、
区
分
所
有
に
係
る
貸
家
住
宅
以
外
の
貸
家
住
宅
（
専
ら
住
居
と
し
て
貸
家
の
用
に
供
さ
れ
る
部
分
以
外
の
部
分

を
有
す
る
貸
家
住
宅
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
貸
家
住
宅
に
限
る
。）に
あ
つ
て
は
こ
の
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

部
分
に
係
る
税
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
と
す
る
。）の
三
分
の
二
に
相
当
す
る
額
を
当

該
貸
家
住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税
額
か
ら
減
額
す
る
も
の
と
し
、
第
二
種
中
高
層
耐
火
建
築
物
で
あ
る
貸
家
住
宅
に

あ
つ
て
は
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
」

に
改
め
る
。
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